（別紙２）
平成26年度日本語教育機関事務研究協議会事例報告
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１．諸外国での募集活動や留学生受入れについて
　日振協の調査によれば、本年の留学生受入れの状況は、中国、韓国、台湾の留学生の他、ベトナム及びネパール以外のアジア諸国（モンゴル・スリランカ・ミャンマー・バングラデシュ等）の留学生も増加傾向を示しています。各機関におかれましては、募集活動等で大変御苦労されていることと思いますが、各国の募集活動や留学生受入れに関し、参考となる動きや情報等がありましたら教えてください。
	


２．ベトナム人、ネパール人の所在不明者への対応について
毎月の定期報告でもお知らせしておりますが、本年における所在不明者の数は、ベトナム人及びネパール人留学生が激増しております。このまま推移しますと、今後もこれらの国からの所在不明者数は増加するものと考えられます。
貴機関におかれましては、所在不明者が発生した場合、本人の所在確認についてどのように対応されているか（例：母国の家族への連絡、寮等の関係者への連絡、アルバイト先への連絡等）、また、具体的な防止策についても教えてください。
参考
（1） 平成２５年１月～１０月
総数：８４人　　［内訳：ベトナム人５８人　ネパール人２人］
（２）平成２６年１月～１０月
　　　 総数：１６３人　［内訳：ベトナム人１２３人　ネパール人２４人］
	


３．新しいベトナムの高等学校卒業証書の認証書の発行について
　　新しいベトナムの高等学校卒業証書の認証書の発行については、別紙（３枚もの）のとおり通知したので、既に手続きが開始されております。つきましては、このいずれかに○を付してください。
（1） 利用したい（平成２６年１２月以降利用している機関を含む。）。
（2） 利用について今後検討する。
（3） 利用は考えていない。
４．大学、専門学校及び地方公共団体との連携について
　　現在、当協会は、日本私立大学協会及び東京都専修学校各種学校と今後の協力・連携の推進について話し合いをしております。
　　貴機関の御意見・ご要望がありましたら教えてください。また、貴機関においてこれらの機関と連携を実施している場合、その概要について教えてください。
	


５．その他、本協議会に際し、御意見・御要望があればお書きください。
	


６．文部科学省、法務省、外務省及び日振協への質問・要望事項がありましたら記入してください。
　　回答を希望する機関に☑をしてください
	回答希望機関
	□ 文部科学省　　　□ 法務省　　　□ 外務省　　　□ 日振協
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